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勝山市行財政改革3か年の成果 

　
勝
山
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
や
近
隣
自
治
体
と
の
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
合
併
を
せ
ず
に
単
独
市
と
し
て
の
市
政
運
営
を
選
択
し
ま
し
た
。 

　
勝
山
市
が
誕
生
し
て
今
年
で
５４
年
が
た
ち
ま
す
。
こ
の
間
に
培
っ
た
小
回
り
の

利
く
単
独
市
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
健
全
な
財
務
体

質
を
確
立
す
る
た
め
に
、
平
成
１６
年
度
か
ら
平
成
２４
年
度
ま
で
の
9
年
間
を
目
標

年
次
と
す
る
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
る
「
経
費
削
減
」
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
「
政
策

推
進
」
を
並
行
し
て
実
施
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
、
平
成
１６
年
度
か
ら
平
成
１８
年
度
ま
で
の
「
行
財
政
改
革
3
か
年
の
成

果
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
ま
す
。 

行革による経費削減効果額 

　実施計画では、平成15年4月1日に356人在籍して
いた正職員を、組織機構の見直しや事務事業の効率化に
よって9年後の平成25年4月1日には、新規採用を抑制
し、304人まで削減することを目標としています。 
　平成19年4月1日までの3か年で目標の48％、25人
の削減を実現しています。 
　なお、特別職の報酬引き下げ、議員報酬のカット、特
殊勤務手当の見直しなどを含む人件費の削減額について
は、3か年累計で約5億2,600万円となっています。 
　また、3か年の間に正職員の削減と同時に、嘱託職員
を11人、臨時職員を9人、それぞれ削減し、総職員数
についても抑制を行ってきました。 

職員数の推移 
人件費の削減（職員数の推移参照） 

公共交通機関の利用促進に伴う補助金削減 
　　1億1,700万円 

　乗る運動を進めた結果、えちぜん
鉄道の利用促進が図られ、えちぜん
鉄道赤字補填額が減少。 

勝山ニューホテルと温泉センター水芭蕉
への指定管理者制度導入 

　　　　1億3,700万円 
　両施設の経営を民間に委託して経
費を削減。 

主な経費削減項目 

｢

ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」の 

　
　
　
　
実
現
を
目
指
し
て 

勝
山
市
長
　
山
岸 

正
裕 

『明日』を創る子育て支援を推進 『明日』を創る子育て支援を推進 『明日』を創る子育て支援を推進 

　勝山市の行財政改革で目指してきたことは、決して「経費の削減」だけではありません。新しい市民
ニーズに対応した夢のあるまちを目指し、市民サービスの向上を図るため、平成16年度から平成18
年度までの3か年、積極的に政策の推進を図りました。 

　児童センターの開館時

間の大幅延長による放課

後児童対策の推進をはじ

め、児童手当や乳幼児医

療費無料化制度の拡充な

ど、各種子育て支援策を

充実しています。 

まちなか整備でふるさとルネッサンス まちなか整備でふるさとルネッサンス まちなか整備でふるさとルネッサンス 
　市民の悲願であった中

心市街地の活性化に向け、

旧城下町の風情を活かし、

大清水広場の整備、散策

路の整備、旧機業場の保

存に向けた取り組みを進

めています。 

白山文化交流都市・恐竜王国勝山 白山文化交流都市・恐竜王国勝山 白山文化交流都市・恐竜王国勝山 
　勝山市が世界に誇る遺産、

世界遺産登録国内暫定リス

ト入りを目指す「白山平泉

寺」や日本一の産出量を誇

る恐竜化石を活かした「恐

竜王国勝山」に関する取り

組みを進めています。 

2億6,700万円 3億1,700万円 

5億1,500万円 

10億9,900万円 

H16年度 H17年度 H18年度 3か年累計 
（対H15年度比） 
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人（△25人） 

（△11人） 

（△9人） 

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 

　行財政改革で管理してきた事務事業266項目中、経費

の削減を目的としたものは72項目になりました。そして、

平成15年度の決算額と3か年の決算額とをそれぞれ比較

した事業費ベースの削減額について、3か年の累計額が約

11億円となりました。 

　主な経費削減項目は下記のとおりですが、市では、これ

らによる削減効果額を行財政改革でつかんだ力として活用

し、夢のある政策へ投資していきます。 

正職員 

嘱託職員 

臨時職員 

3年間で約11億円の 
削減を実現!

3年間で約11億円の 
削減を実現!

職員数の推移 （カッコ内は平成15年度比） 

ほ　てん 

つ
ち
か
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上
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
そ
の
結
果
と

し
て
得
た
利
益
を
市
民
に
還
元
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
勝
山
市
が
倹
約
や
節
約
を

し
て
市
の
お
金
を
貯
め
た
り
、
借
金
を
減
ら

し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
市
に
は
貯
金
（
財
政
調
整

基
金
）
も
あ
り
ま
す
し
、
借
金
（
市
債
）
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
適
正
な
貯
金
を
維
持
し
、

借
金
を
減
ら
す
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
職
員
が
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
市
の
事
業
に
無
駄
が
な
い
か
、
も

っ
と
工
夫
し
て
効
率
よ
く
で
き
る
方
法
は
な

い
か
、
市
役
所
が
や
ら
な
く
て
も
民
間
の
会

社
に
任
せ
ら
れ
な
い
か
、
な
ど
仕
事
や
事
業

を
見
直
し
て
無
駄
を
省
い
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
努
力
し
た
結
果
、
3
年
間
で
約

１１
億
円
も
の
お
金
（
税
金
）
が
節
約
で
き
た

の
で
す
。
し
か
し
貯
め
込
む
だ
け
で
は
な
く
、

安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
の
中
で
、
市

民
が
豊
か
に
快
適
に
暮
ら
せ
る
勝
山
市
を
つ

く
る
た
め
に
、
平
成
２０
年
度
予
算
に
配
分
し

ま
し
た
。

勝
山
市
を
再
生
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
し
、

こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
未
来
へ
発
展
さ
せ
る

投
資
で
す
。
次
代
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
勝

山
市
を
「
本
当
に
い
い
ま
ち
」
に
し
、「
ひ

と
」
を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

勝
山
市
は
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
自
分

た
ち
の
力
で
「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

を
実
現
す
る
手
ご
た
え
を
つ
か
み
ま
し
た
。

平
成
２４
年
度
の
目
標
年
次
に
向
か
っ
て
更
な

る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

勝
山
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
行
財
政
改
革

は
、
行
政
の
コ
ス
ト
を
下
げ
て
そ
の
効
率
を


